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灘繁騒壷顎　撥葦添麟醸報離愁紫＼… 
＊　今月　の税金　＊

・町　県　民　税　　　　　　・国民健康保険税
2期分　8　月25日　まで　　　　　　　　　2期分　9　月1日　まで

あなたの税金で、道がきれいになり、暗い道にも街燈がつくのです。納税に御協力下さい。

遠
賀
町
の
風
景
（
そ
の
1
）
　
　
　
虫
生
津
　
新
　
屋
　
敷
　
の
　
堤

鞍
手
町
と
の
境
に
あ
る
倉
谷
池
を
、
ひ
ま
わ
り
の
花
と
合
わ
せ
た
季
節
感
あ
ふ
れ
る
8
月
の
絵
で
す
。

作
は
、
お
な
じ
み
遠
賀
町
中
央
公
民
館
内
の
墳
幹
氏
で
す
。
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外出時は、帽子をかぶり、直射日光はさけましょう。

8
月
3
日
、
芦
屋
町
東
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
、
遠
賀
四
か
町
消
防
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
額
法
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
出
場
チ
ー
ム
は
、
遠
賀
・
芦
屋
・

水
巻
町
は
各
1
チ
ー
ム
、
岡
垣
町
2
チ

ー
ム
計
5
チ
ー
ム
に
て
、
県
大
会
（
9

月
）
出
場
を
め
ざ
し
訓
練
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
位
　
芦
屋
町

2
位
　
遠
賀
町

3
位
　
岡
垣
町
㊥

4
位
　
水
巻
町

5
位
　
岡
垣
町
的

寸

付

け

、

農

業

の

団

員

は

、

自

分

が

い

な

い
と
田
の
薬
振
り
が
出
来
な
い
と
わ
か

っ
て
い
な
か
ら
駆
け
付
け
、
通
勤
の
団

員
は
、
家
に
寄
る
率
な
く
駆
つ
け
て
き

ま
す
。
夕
食
を
す
ま
し
て
く
る
で
も
な

（
指
観
者
）
　
柴
田
康
則
選
手

第
1
、
2
線
ホ
ー
ス
延
長
、
放
水
、
そ

し
て
火
災
鎮
火
後
に
お
け
る
収
納
ま
で

の
技
術
、
又
正
し
い
規
律
に
よ
る
、
指

令
・
伝
達
を
い
か
に
短
時
間
で
行
な
う

か
、
又
そ
の
時
間
を
競
う
中
で
、
体
力

の
続
く
限
り
い
か
に
規
律
正
し
く
協
同

動
作
が
出
来
ろ
か
を
競
い
合
う
も
の
で

す。

群生瓜貝番3

避
賀
町
出
場
選
手
名

指
拇
者
…
柴
田
廉
則
（
自
営
業
・
遠

賀川）

1
番
貝
…
村
田
千
秋
（
農
業
・
木
守
）

2
番
貝
…
行
事
和
美
（
役
場
職
員
・

新町）

3
番
貝
…
瓜
生
苗
穂
（
遠
賀
郡
農
協

職
員
・
浅
木
）

4
番
貝
…
柴
田
裕
貰
（
自
営
業
・
広

漠）

当
町
消
防
団
は
、
こ
の
大
会
出
場
の

た
め
、
7
月
鳩
目
か
ら
8
月
3
日
ま
で

2
0
日
間
、
午
後
6
時
0
0
分
か
ら
9
時
0
0

分
ま
で
3
時
間
、
郡
消
防
署
貝
と
団
幹

部
の
も
と
で
み
っ
ち
り
と
練
習
を
行
な

い
ま
し
た
。

8
月
2
0
日
に
は
、
都
大
会
出
場
選
手

選
抜
大
会
を
開
き
、
前
項
の
団
員
を
選

抜
し
、
遠
賀
町
消
防
団
の
代
表
と
し

て
、
体
力
の
続
く
限
り
、
技
術
を
築
き

上
げ
ま
し
た
。

「
ポ
ン
プ
摂
津
と
は
何
か
」
、
そ
れ

は
火
災
時
に
お
け
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
に
て
、
現
場
出
勤
時
か
ら
水
利
確
保

辞田村貝番

他
町
消
防
団
も
、
長
期
に
渡
り
訓
練

を
行
な
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当
町

に
お
い
て
も
、
2
0
日
間
の
訓
練
中
、
雨

の
降
ろ
日
も
ぴ
し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
な
が

ら
も
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。
選
手
団

貝
は
、
訓
練
時
間
に
遅
れ
ま
い
と
、
自

営
業
の
団
員
は
仕
謡
の
途
中
か
ら
駆
け

（
2
番
貝
）
　
行
事
選
手

く
、
又
一
日
の
仕
疎
の
疲
れ
を
風
呂
で

流
し
て
く
る
部
も
出
来
ず
、
2
0
日
間
毎

日
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
や
る
以
上
は
せ
っ
た
い
県
大
会
へ

出
場
し
た
い
」
と
口
ず
さ
み
、
苦
し
い

訓
練
に
耐
え
て
き
ま
し
た
が
、
2
位
に

終
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
団

員
の
顔
は
、
本
当
に
さ
わ
や
か
な
も
の

で
し
た
。
一
つ
の
薬
を
や
り
還
せ
た
瀞

（
4
番
貝
）
　
柴
田
裕
質
選
手

戊
に
伴
な
い
、
団
員
の
薯
返
り
を
目
ざ

し
、
町
民
の
皆
様
に
入
団
を
呼
び
か

け
、
自
営
業
・
段
薬
を
中
心
に
幅
広
い

職
業
の
昔
年
団
員
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
若
い
力
と
情
熱
を

「
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
と
い

う
、
消
防
精
神
に
ぶ
っ
つ
け
て
、
奉
仕

と
犠
牲
の
信
念
で
消
防
活
動
に
従
蒋
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
火
災
、
そ
の
他
災

害
時
の
み
で
な
く
、
年
間
に
幾
多
の
行

革
が
あ
り
、
訓
練
、
警
戒
、
会
議
、
消

防
学
校
入
校
等
そ
れ
ぞ
れ
住
民
の
為
に

と
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

団
員
各
自
が
、
災
蕾
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
、
消
防
精
神
に
徹
し
て
、
連
日
活

躍
し
て
い
ま
す
。

団
員
の
ご
家
族
、
又
団
員
の
勤
務
先

の
謡
楽
所
の
ご
理
解
と
こ
協
力
及
び
住

民
の
皆
様
の
消
防
に
対
す
る
認
識
に
、

感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
広
報
よ
り
、
遠
賀
町
消

防
団
団
員
の
撲
顔
を
紹
介
い
た
し
ま

す。

足
感
が
体
の
肉
か
ら
わ
き
で
て
い
る
か

ら
で
す
。
そ
れ
は
、
消
防
絹
柏
に
団
員

一
人
一
人
が
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら

です。現
在
、
遠
賀
町
消
防
団
貝
は
、
町
条

例
定
員
州
名
に
対
し
、
9
7
名
の
団
貝
を

確
保
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
団
員
の
育
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東今上浅松鬼別広若東木新居遷老
古別　　ノ　　　　　　和　　　　　賀

町費雁木本澤府波松死守町崎用良

旧広湧別土合鬼遠木新著虫東尾松東
別古　賀　　　　生和　ノ

借濾木府府賀津川守町櫻澤苑崎本町

†上別府音頭

はつ　－ひ　ががヤー　く

てん　じ　ん　　さ－一　差の　う　め　の　か　　で

み　ん　な　の　　は一一る　が　や　－　て　く一一　る

か喜べふよいとこ　う　め　の　　　一一さあ一一　と

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く蔑みましょ　う。

遠
賀
町
銘
球
技
大
会
の
成
績

8
月
3
日
、
町
内
の
小
学
生
、
串
学

生
を
対
象
に
し
た
、
少
年
少
女
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
春
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
焼
さ
せ
る
よ
う
な
好
試
合

少

女

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が
展
開
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
昨
年

に
続
き
別
府
チ
ー
ム
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
広
漠
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
成
韻
は
次
の
通
り
で
す
。

少

年

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

8
月
3
日
、
夜
8
時
か
ら
1
時
間
半

あ
ま
り
、
浅
木
小
学
校
請
堂
で
上
別
府

公
民
飽
活
動
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ
た

「
上
別
府
畜
類
」
の
発
表
会
が
あ
り
ま

した。こ
の
「
上
別
府
音
頭
」
は
作
詞
石
松

太
郎
氏
（
上
別
府
）
、
作
曲
横
山
順
一

氏
（
新
町
）
、
振
付
け
上
別
府
の
石
松

み
ど
り
さ
ん
の
三
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
声
壁
自
衛
隊
の
輯
バ

ン
ド
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
曲
の
牲
演
奏
も
あ

り
、
集
っ
た
卿
名
近
く
の
人
達
は
、
た

の
し
い
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

した。士
別
府
公
民
館
長
石
松
美
馬
氏
に
、

こ
の
「
上
別
府
音
頭
」
を
作
ら
れ
た
動

機
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
急
速
な
世
相
の
移
り
変
り
に
よ
っ

て
故
郷
の
姿
を
失
い
つ
つ
あ
る
今
、
そ

の
故
郷
の
姿
を
歌
に
託
し
て
士
別
胎
の

姿
を
い
つ
ま
で
も
ま
ぶ
た
に
き
ざ
ん
で

お
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
か
ら
で

す。」

か
み
∴
∴
べ
∴
∴
上

土

別

府

音

頭

へ
初
日
か
が
や
く
出
離
鵬
コ
リ
ヤ
鵠
鵠
駄
高

夫
神
様
の
　
梅
の
香
で

み
ん
な
の
　
春
が
や
っ
て
く
る
ソ
レ

上
別
府
　
よ
い
と
こ
　
梅
の
里

へ
広
い
田
ん
ぼ
は
　
稲
の
波
つ
り
で

汽
車
の
汽
笛
で
　
花
が
明
け
り
や

み
ん
な
の
汗
が
　
田
を
作
る
ノ
レ

上
別
府
　
よ
い
と
こ
　
稲
の
里

へ
の
ぼ
り
　
は
た
め
く
　
秋
の
空
っ
リ
ヤ

二
百
十
日
け
　
こ
と
も
た
ら
く

天
神
・
山
崎
　
秋
祭
り
ソ
レ

上
別
府
　
よ
い
と
こ
　
祭
り
里

へ
冬
の
西
出
　
水
か
れ
て
つ
り
ャ

木
棺
吹
い
て
も
　
人
の
和
－
．
立

か
た
く
　
結
ん
で
一
審
を
待
つ
ノ
レ

上
別
府
　
よ
い
と
こ
　
人
の
里
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暴走行為をしない、させない、見にいかない

昭
和
5
5
年
遠
賀
町
強
会
第
6
回
臨
時
会
が
、
7
月
1
8
日

招
集
さ
れ
会
期
l
日
間
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
町
長
提
出
1
件
、
議
会

提
出
1
件
計
8
件
で
審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
遠
賀
中
学
校
建
具
復
旧
工
事
譜
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

契
約
金
額
　
五
千
六
百
五
十
万
円

契
約
相
手
方
　
北
九
州
市
八
峨
西
区

築
地
町
十
六
番
言
古
∴
岡
崎
工
業
株

式
会
社

○
国
利
弱
年
6
月
に
支
給
す
る
期
末
手

当
の
願
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
原
案
可
決

6
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
つ
い

て
均
等
割
三
万
四
千
円
を
特
例
加
算
す

る
も
の
。

○
昭
和
弱
年
慶
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
三
百
四
十
万
円
期
末
手
当
の

追
加
分
、
総
額
二
十
五
億
三
千
百
八
万

一
二
千
円
。

○
昭
和
弱
年
鹿
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
舘
1
号
）
　
原

案
可
決

補
正
額
十
万
二
千
円
期
末
手
当
の
追

加
分
、
総
額
四
億
三
十
二
万
七
千
円

○
昭
和
5
5
年
度
町
農
業
共
済
事
業
縛
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
　
原
案
可

決

補
正
額
六
万
八
千
円
期
末
手
当
追
加

分
、
総
額
一
千
五
百
十
二
万
九
千
四

〇
昭
和
粥
年
度
遠
賀
霊
園
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
六
万
八
千
円
期
末
手
当
の
追

加
分
、
総
額
二
億
八
千
百
六
十
六
万
六

千
四

〇
昭
和
弱
年
鹿
町
学
校
給
食
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
舘
2
号
）
　
原
案
可

決
補
正
額
一
二
十
万
六
千
円
期
末
手
当
の

追
加
分
、
総
額
一
億
一
千
二
百
九
十
四

万
九
千
円
。

○
町
道
路
の
級
定
に
つ
い
て

上
ノ
越
線
　
能
足

尾
略
字
上
ノ
越
山
手
線
を
起
点
と
し

字
上
ノ
越
地
内
を
終
点
と
す
る
開
発
地

内
通
路
、
延
長
1
2
7
m
を
町
道
と
す

る
も
の
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
小
林
一
男
様

（
遠
賀
川
）
　
小
林
信
男
様

故
毛
利
善
子
様

（
虫
生
津
）
　
毛
利
善
夫
様

故
山
申
ヤ
工
手
様

（
別
府
）
　
山
中
圭
介
様

故
川
崎
寅
猪
様

（
広
漠
）
　
川
崎
富
子
様

県
民
手
帳
購
入
予
約
募
集

毎
年
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
福
岡

県
民
手
帳
の
購
入
予
約
募
集
を
始
め
ま

した。こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に

役
立
つ
最
近
の
資
料
を
収
録
し
て
お

り
、
と
く
に
使
い
や
す
く
見
や
す
く
編

集
い
た
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
よ
き
伴
り
よ
と
し
て
普

通
版
・
大
型
版
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ま
た
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い。∇
ペ
ー
ジ
数
　
2
6
0
ペ
ー
ジ

▽
価
棺
　
県
民
手
帳
（
普
通
販
）
2
4

0
円
（
7
3
第
×
脚
細
）

県
民
手
帳
（
大
型
版
）
3
2

0
円
（
8
9
露
X
m
n
）

▽
申
込
期
間
…
昭
和
5
5
年
8
月
3
1
日

な
お
、
詳
細
は
役
場
の
企
画
課
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度
赤
い
羽
根
標
語
募
集
の
結
果
発
表

福
岡
県
共
同
募
金
会
が
募
集
し
ま
し
た
肥
和
5
5
年
度
赤
い
羽
根
標
語

は
県
内
多
数
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

（佳作）工
輔
∴
∴
斬

沢
村
　
潤
子

石
橋
香
代
子

町
田
　
澄
子

森
部
　
和
諺

神
谷
　
明
美

い
ず
れ
も
遠
賀
中
学
校
生
徒
で
す
。

ま
た
、
遠
賀
中
学
校
に
対
し
、
学
校

ぐ
る
み
て
生
後
に
応
募
を
勧
奨
し
、
秀

れ
た
作
品
を
多
数
よ
せ
ら
れ
た
福
祉
教

育
に
対
す
ろ
功
観
に
対
し
特
別
賞
が
送

ら
れ
ま
す
。

表
彰
は
9
月
2
5
日
に
あ
る
補
間
県
社

会
福
祉
大
会
総
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

す。

第
2
1
回
遠
賀
郡
民
体
・
育
大
会

水

泳

大

会

記

録

の

発

表

1
月
2
7
日
（
円
）
水
巻
町
机
小
学
校
で
行
な
わ
れ
た
水
泳
大

会
に
は
郡
内
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
遠
賀
町
か
ら

次
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

l
、
B
男
子
5
0
M
自
由
形

柴
田
夏
樹
（
宙
小
）

内
膜
正
陽
（
島
中
）

5
9
秒
2

紡
秒
5

吉
井
　
恒
（
浅
小
）
1
分
1
秒
0

荒
巻
　
博
（
浅
小
）

2
、
日
女
子
5
0
M
自
由
形

篠
村
君
代
（
浅
小
）

3
、
〇
男
子
5
0
M
自
由
形

5
0
秒
8

5
0
秒
8

小
方
英
嗣
（
浅
小
）

篠
村
哲
夫
（
浅
小
）

4
、
日
男
子
5
0
M
平
泳

薬
　
賢
治
（
島
中
）

柴
田
夏
樹
（
島
中
）

5
、
〇
男
子
5
0
M
平
泳

1
分
8
秒
2

3
3
秒
5

1
分
2
2
秒
0

1
分
1
0
秒
6

小
方
英
嗣
（
浅
小
）
1
分
3
1
秒
0

6
、
c
男
子
調
M
自
由
形

篠
村
哲
矢
（
浅
木
）
1
分
1
2
秒
8

熊
村
哲
矢
君
は
8
月
2
4
日
（
日
）
田

川
市
民
プ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る
第
2
1
回

福
岡
県
民
体
育
大
会
水
泳
大
会
に
遠
賀

郡
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

絶
大
な
る
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

楓
W
y
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20歳になったら国民年金に加入しましょ　う。

権

　

現

　

さ

　

ま

忠
生
津
の
自
水
川
に
沿
っ
て
発
っ
て

ゆ
く
と
、
垂
木
線
と
交
発
す
る
。
更
に

登
っ
て
ゆ
き
百
月
駅
近
く
の
県
道
山
手

線
に
出
る
。

そ
こ
か
ら
ま
た
川
に
沿
っ
て
盗
っ
て

ゆ
く
と
倉
谷
下
池
だ
。
満
々
と
水
を
た

た
え
た
池
の
面
に
映
っ
た
樹
々
の
緑
を

眺
め
る
と
、
気
が
晴
々
と
す
る
。

松
や
部
緑
樹
で
展
望
は
全
く
な
い
。
櫛

現
さ
ま
の
設
堂
が
新
し
く
、
近
づ
い
て

見
る
と
中
に
は
許
の
ま
ま
の
石
の
詞
が

見
ら
れ
、
参
拝
の
人
々
の
名
前
な
ど
も

見
え
る
。
こ
こ
の
祭
神
は
、
田
川
の
香
馨
権
現

を
分
紳
し
た
と
の
こ
と
。

う
ぐ
い
す
の
高
著
こ
ろ
が
る
松
の
中

い
つ
ま
で
も
儀
か
ず
鳴
く
こ
の
駕
よ

駕
に
つ
か
れ
て
過
ぎ
る
時
間
で
す

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
と

「
特
別
措
置
法
」
か
ら
学
ぼ
う

七

右
手
に
整
然
と
並

ん
だ
亜
園
蒸
地
を

眺
め
、
大
谷
へ
の

小
路
を
爪
先
登
り

に
ゆ
く
と
や
が
て

小
松
の
林
か
つ
ゞ

く
。
そ
の
中
を
四

五
分
も
歩
く
と
、

右
へ
殴
れ
適
が
あ

り
、
雑
草
を
分
け

て
進
む
と
、
小
さ

い
漢
の
流
れ
が
あ

り
、
と
び
渡
れ
る

と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
渡
る
。

番
審
権
現
と
い
え

ば
、
国
土
安
泰
、

住
民
繁
栄
の
神
さ

ま
だ
そ
う
で
、
古

い
背
僧
最
澄
が
、

唐
か
ら
の
帰
り

途
、
香
春
の
型
に

立
ち
よ
り
、
附
近

の
山
々
は
岩
ば
か

り
で
住
民
も
貧
し

か
っ
た
の
を
、
祈

祷
に
よ
っ
て
救
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
山
々

「
同
和
教
育
」
と
は
、
つ
き
つ
め
て
希

えば、化
A
I
り
ん
∴
高
手
め
い
∴
ノ
ラ
と
∴
∴
什
ん
L
b

「
人
間
の
生
命
の
尊
さ
を
認
識
す
る
も

の
」
で
あ
り
、

じ
ん
け
ん
　
か
く
り
つ
　
　
　
し
ん
∴
∴
具
r
L
p
L
e
ふ
い

「
人
権
を
確
立
し
、
具
の
民
主
社
会
を

築
く
力
を
つ
く
る
も
の
」
で
あ
る
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
に
、

教
育
の
目
標
と
な
り
、
内
容
と
な
る
の

最
大
限
に
保
障
し
て
い
く
教
育
」

で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
　
0
　
－
　
〃
　
0
　
　
－

心
人
言
－
∴
－
年
上
で
∴
く
　
　
　
　
i
C
は
ん
こ
く
り
ん
ほ
う
　
き
t
l

戦
後
の
教
育
は
、
日
本
国
悠
法
や
教

い

く

ら

は

ん

は

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

の

人

畜
韮
本
法
の
、
す
ぼ
ら
し
い
理
念
を
も

っ
て
出
発
し
た
は
ず
で
し
た
が
、
子
ど

も
や
親
の
ね
か
い
に
こ
た
え
、
貧
し
い

子
ど
も
や
、
お
く
れ
た
子
ど
も
を
保
障

です。し
た
が
っ
て
、
当

然
、
す
べ
て
の
教

r
J
T
／
甘
い
∴
～
こ
÷
　
い
く
　
小
人
り
い
L
e
∴
∴
－
三
十
〇
占
え
∵

り
、
行
政
・
教
育
の
関
係
者
と
地
域
住

民
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

l
よ
，
い
く
　
は
人
し
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ

そ
し
て
、
教
育
の
本
質
に
せ
ま
る
実

践
活
動
が
と
り
く
ま
れ
ろ
よ
う
に
な
っ

ふ
ん
L
a
L
o
 
y
∴
∴
∴
け
ふ
て
ん

た
の
で
す
。
民
主
主
義
の
原
点
と
い
わ

と
三
二
日
ゝ
了
で
l
い
く

れ
ろ
「
同
和
教
育
」
は
、
こ
う
し
て
う

ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
、
あ
ら
ゆ
る
地

域
で
進
め
ら
れ
る
よ
っ
に
な
り
ま
し
た

鳩

人

か

ら

よ

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ろ

は

う

じ

　

ら

た

い

遠
賀
町
に
お
い
で
も
、
地
方
自
治
体

を
－
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
～
た
い
し
ん
と
う
し
ん

の
輩
務
と
し
て
、
こ
の
間
対
審
答
申
の

L
D
 
L
　
　
　
　
　
と
く
へ
つ
　
そ
　
ら
　
は
÷
ノ

趣
旨
や
、
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
き
、

同
和
問
題
の
解
決
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
で
十

ふ
ん分
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
今
後
も
い
っ

と
り
ふ
く
　
　
ひ
っ
ヽ
？
’

そ
う
の
努
力
を
必
要

目
の
前
に
松
の
美
し
い
小
さ
い
ピ
ー

ク
が
あ
る
。
こ
こ
が
目
ざ
す
権
現
様
を

嗣
る
丘
で
あ
る
。

さ
わ
や
か
に
吹
き
渡
る
風
に
乗
っ

て
、
う
ぐ
い
す
の
声
が
流
れ
て
く
る
。

し
ば
し
そ
の
美
声
を
聞
き
、
ま
た
登
り

は
じ
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
一
気
に
休
む

暇
も
な
く
頂
に
つ
く
。
頂
と
い
っ
て
も

は
緑
の
木
々
が
築
残
し
、
田
や
畑
も
穀

物
が
よ
く
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
香
春

の
里
は
住
み
よ
い
処
と
な
っ
た
。
と
織

目
本
復
経
が
教
え
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
霊
験
あ
ら
た
か
な
権
現
さ
ま

を
、
昔
か
ら
虫
生
津
の
里
人
は
、
お
ま

つ
り
す
る
こ
と
を
わ
す
れ
な
か
っ
た
の

だ。

（
片
山
花
御
史
）

い

く

つ

ふ

う

い

b

 

A

 

e

く

l

A

た

い

∴

∴

－

育
頚
城
に
お
い
て
は
、
部
落
問
題
や
差

へ
つ
l
A
だ
い
　
　
け
ん
じ
っ

別
問
題
の
現
実
を
た
い
せ
つ
に
し
、
そ

れ
l
し
　
　
う
ん
と
う
　
　
　
　
ま
を
　
　
　
　
　
　
さ
　
へ
つ

の
歴
史
と
連
動
か
ら
学
ん
で
、
兼
別
へ

の
怒
り
、
僻
し
み
を
も
ち
、
そ
し
て
塑

別
を
許
さ
な
い
子
ど
も
づ
く
り
（
住
民

づ
く
り
）
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、

「
す
べ
て
の
チ
ど
も
や
・
雛
の
ね
が
い

に
こ
た
え
る
教
育
」
で
あ
り
、

二
人
ひ
と
り
の
和
鶏
へ
の
惑
談
を

し
、
一
人
ひ
と
り
の
伸
び
る
カ
を
、
ど

こ
ま
で
も
伸
ば
し
て
い
く
取
り
く
み
が

よ
め
∴
∴
∴
∴
や
い
レ
ふ
う
　
ん
　
は
た
e
i
．
o
の
　
　
い

弱
く
、
青
少
年
や
働
く
者
に
生
き
る
の

ぞ
み
と
、
未
来
の
夢
を
創
造
し
て
い
く

活
動
が
大
き
く
欠
け
て
い
た
こ
と
を
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
即
発
と
蹴
球
の
輔
か
ら

l
よ
う
い
く
　
こ
く
あ
ん
　
　
で

「
ほ
ん
も
の
の
教
育
を
国
民
の
手
に
」

こ
く
あ
ん
～
々
ギ
ブ
∴
∴
∴
比
ん
け
ん
∴
－
管
主
盲

と
い
う
国
民
運
動
が
、
人
間
の
創
造
、

さ
べ
つ
　
　
　
　
　
か
い
は
，
　
ど
～
〇
〇
人
だ
い
　
か
ん
で
人

差
別
か
ら
の
解
放
、
同
和
問
題
の
完
全

か
い
り
つ
　
～
命
＿
－
∴
∴
∴
∴
∴
せ
ん
　
く

解
決
の
運
動
と
し
て
、
全
国
に
ひ
ろ
が

と
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せん。

（完）
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内　持i対∴揚　時　期
参　象

容　品　者　所　間　日

9　日 ���8 ��8 �月 

7 ��26 �25 ��23 �日 

自　火 〉ii ���月 ��土 �曜 

9：00 �時検 
） 16：30 �） 12：00 �！ 16：30 �問診 

若 葉 iコ 上 別 府 �旧 ！伴 �「∵ i町 �虫 �東 町 �別 府 �地 

生 津 �田 町 �千 代 丸 �区 

輔 ���虫 生 津 公 民 館 �i「－ 公 民 館 �別 府 公 民 館 i �場 所 

わあーきれい．／

8月2日、山びこ保育園で園児と父兄の恒例夕涼み会がありました。

日ごろ、なじみの薄い「ゆかだ」や「下駄」のため、初めは歩きにく

そうでしたが、そこは子供のことすぐにだのしくお父さんやお母さんと

はしゃぎまわっていました。また花火の打上げもあり、ほんとうにたの

しい夕涼み会でした。

∴皇子 �� 

∴ ；∴ ��� �：∵ � 

（／多／i 

it 離籍 －一∵∴∴∴ � �轟＼ � �∴∵∴ 劣、i／ ／薮揚／／緒該 

∴「 タ／ ��∴ 子∴∴ ∴∴当量． ∴∴∴：「∴∴〟上．∴∴ 

10月1日　は、国勢調査があ　り　ます。

8
月
1
8
日
（
月
）

受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

役
場
保
健
室

生
後
0
～
6
カ
月
の
乳
児

母
子
腱
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

事
等
の
相
談

婦
　
　
人
　
　
検

検
診
の
終
わ
っ
た
地
区
の
万
で
、
ま

だ
検
診
を
済
ま
せ
て
な
い
方
は
必
ず
、

い
ず
れ
か
の
地
区
で
検
診
を
受
け
て
下

さい。な
お
7
月
2
5
日
号
罷
職
の
8
月
2
5
日

診
東
町
、
田
町
区
の
検
診
時
問
に
誤
ま
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

9
時
～
1
6
時
5
0
分
I
－
9
時
－
1
2
時

▽
期
　
日
　
8
月
2
2
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

▽
内
　
容
　
8
月
2
2
日

新
盤
児
の
扱
い
方
、
入
浴

指
導
、
母
子
健
康
手
帳
交

付

▽
持
参
品
　
印
鑑

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
け
出
て
下
さ
い

▽
所
在
地
o
宮
崎
県
西
諸
県
都
南
原
町
大
字

西
麓
3
0
2
4
番
地

。
宮
崎
県
西
諸
県
都
南
原
町
大
字

広
原
4
9
5
2
～
1
3
3
番
地

▽
名
　
称
　
城
山
整
地
、
観
音
基
地

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
8
月
3
1
日

∇
届
出
先
　
西
諸
県
都
南
原
町
大
字
西

態
、
高
原
町
長
、
磯
田
修

砲
話
0
9
8
4
4
（
2
）

o
／
－
「
⊥
l
l
i
－

盆
休
み
の
お
知
ら
せ

8
月
1
3
日
、
1
4
日
、
鳩
目
の
3
日
間
次
の
施
設
は

休
館
い
た
し
ま
す
の
で
1
6
日
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

老
人
憩
の
家
（
別
府
）

遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵
便
局
裏
）



（？）「広細遠賀」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第製8号

この目で見よう北方領土
この裏、北方領土を実際に見てあませんか。

北港遵・根室南の緋賠圃こ立つと、わずか3i700

メートルの沖合に北方領土の島々をはっきりと、こ

の目でとらえることができます。

北方領土Iふ日本人が開拓した昏々です。そして

1飾5年（安政元年）（こは「日露通好条約」（下田条約）に

より日本とロシアの闇で国魔を決め、択捉島から喬

の島々を日本領土としました。ところが、第二次大

戦後は、ソ連軍の不当な占拠により、北方田島の大

人は強制孤二島から退去させられてしまいました。

ふるさとを遣わnたこれらの人々は、いまでは墓

参もきまはらす、望郷の念にかられています。

まだ返らぬ我々の領土を、房なたモこの目で実際

に見てみませんか。

く参考〉交通農技篇（東京起点）　⑥飛行枝（東京一一一釧路）と国鉄（釧路一一梗塞）を利用した場合i　片周帝I34．000円

《S国鉄（上野－→根室）がii周しな場合　片道約17，600m（将帥栓を含む）

た　ば　こ　は　町　内　で　買　い　ま　し　ょ　う。



第2躯号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（8）

8月後期の遠賀町主要行事

日同　行菰∴内容i時　間 ����実施　会場 �担当課（係）名 � �備　考 

民生委員会19‥30－ ���� �福　祉　課 � � 

＿＿＿旦＿竺」里＿申三三 ���役場保健室 �住　民　課 � �詳細は 6ページ 
22 �金【妊婦相＿談1㍍－ ���〃 �〃 �妊産婦 �〃 

23 �回帰大検‾〈診19：00－16：30 ���同府公民館 �〃 � �〃 

24 �日 �」盆廟。大会i18：30－ �� �社会教育課 � � 

25 �心配ごと相談I13：00－ ���出川∴∴∴∴館 �福　祉　課 � � 月 　　　　　　二iみ �� �I l東町公民館 �i住　民　課 �I �詳細は 6ページ 
塞・ � � �〃 � �〃 

26 �火車人検　診19：00－16：30 ���別　　　　　館 �i I〃 � �〃 

よい子のみなさん自転車の二人乗りはやめましょう。

九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作
品
（
小
説
）
募
集

財
剛
法
人
九
州
文
化
協
会
（
九
州
各

県
、
北
九
州
由
、
福
岡
甫
お
よ
び
各
教
委

共
催
、
文
芸
審
秋
協
賛
）
は
、
「
九
州

芸
術
祭
文
学
賞
」
の
作
品
（
小
説
）
を

募
楽
し
ま
ず
。
－
C
の
鎖
は
す
ぐ
れ
た
作

品
を
広
く
紹
介
し
、
埋
も
れ
た
人
材
を

発
掘
、
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九

州
地
域
の
文
学
活
動
を
盛
り
上
げ
る
一

助
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
潜
っ
て

応
募
さ
れ
ろ
よ
う
期
待
し
ま
す
。

「
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
」
応
募
要
領

▽
応
募
資
格
　
九
州
（
油
純
を
含
む
）

在
住
者
に
限
る
。

▽
応
募
作
品
　
小
説
。
未
発
表
作
品
に

限る。

▽
芯
製
原
郡
　
4
0
0
号
謹
め
煩
雑
用

紙
0
0
枚
ま
で
。

①
原
稿
に
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム

踏
切
事
故
防
止
に
つ
い
て

の
別
）
連
絡
先
砥
話
番
号
を
明
記
、

簡
単
な
略
歴
を
つ
け
ろ
こ
と
。

②
原
稿
に
は
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

一
、
二
枚
程
度
の
梗
概
を
つ
け
る
こ

と。
③
作
品
は
で
き
る
だ
け
当
用
淡
字
、
新

か
な
づ
か
い
に
よ
る
こ
と
。

④
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
（
必
喫
な
人

は
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
く
こ
と
）

▽
原
稲
締
切
　
9
月
1
0
日
（
到
着
）

∇
原
稿
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
教
育
庁
文
化
課

に
人
ら
な
い
で
、
反
対
方
向
か
ら

の
列
車
を
確
か
め
て
わ
た
る
。

4
　
踏
切
上
で
の
ギ
ア
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
や
め
る
。

5
　
も
し
、
踏
切
で
動
け
な
く
な
っ

た
ら
、
自
動
車
を
出
す
よ
り
、
ま

ず
列
串
を
と
め
ろ
手
配
を
す
る
。

○
邦
雄
ボ
タ
ン
の
あ
る
踏
切

非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
。

○
非
常
ボ
タ
ン
の
無
い
踏
切

自
動
車
備
え
つ
け
の
機
描
周
信

H
l
ゴ
炎
轡
や
赤
色
旗
へ
焔
）
を
使

っ
て
列
車
を
と
め
る
。

昭
和
弱
年
1
月
遠
賀
町
別
府
地
内
の

踏
切
で
ダ
ン
プ
カ
ー
と
砲
車
が
衝
突

し
、
秘
事
は
脱
線
、
タ
ン
プ
カ
ー
は
大

破
と
い
う
悲
惨
な
掘
故
が
お
き
て
い
ま

す。
運
転
者
の
皆
さ
ん
／
踏
切
を
通
行
す

る
際
は
次
の
貌
項
に
充
分
注
憲
し
ま
し

よ
ス
ノ
。

踏
切
通
行
の
基
本
事
項

1
　
踏
切
で
は
必
ず
一
時
と
ま
っ
て

安
全
を
確
か
め
て
通
る
。

2
　
踏
切
の
光
が
混
雑
し
て
い
ろ
と

き
は
、
踏
切
の
手
間
で
待
つ
。

3
　
列
車
が
通
過
し
て
も
す
く
踏
切

建
設
課
長
難
務
助
役
　
柴
田
武
門

6
月
0
0
日
付
退
職

大
谷
呂
義
（
建
設
課
）

1
月
5
日
付
退
職

為
広
君
蔵
へ
瑳
設
課
長
）


